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注）2003（平成 15）年度及び 2004（平成 16）年度は 3 回採泥による調査 

付図 2.9.2-6（1） ベントスの種類数の水平分布（2003（平成 15）年度～2017（平成 29）年度） 

出典：環境省「有明海・八代海等再生対策検討作業支援業務」 
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注）2003（平成 15）年度及び 2004（平成 16）年度は 3 回採泥による調査 

付図 2.9.2-6（2） ベントスの種類数の水平分布（2003（平成 15）年度～2017（平成 29）年度） 

出典：環境省「有明海・八代海等再生対策検討作業支援業務」 
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注）2003（平成 15）年度及び 2004（平成 16）年度は 3 回採泥による調査 

付図 2.9.2-7（1） ベントスの個体数の水平分布（2003（平成 15）年度～2017（平成 29）年度） 

出典：環境省「有明海・八代海等再生対策検討作業支援業務」 
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